


















































在り方について（議論の取りまとめ）」が公表された 2016 年６月から 2019 年６月までの３年間を対象
とし，日本教育工学会，デジタル教科書学会，日本教育メディア学会，教育システム情報学会，日本教
育情報学会，日本教育工学協会，情報処理学会の計７学会において発表された，小学校プログラミング
教育に関する実践研究を調査した。その結果，2016 年は 15 件（10.6％），2017 年は 36 件（25.4％），2018




























































（2018）で紹介された PETS は，教育機関向けのもので 33000 円かかる（いずれもオフィシャルサイト









携を取り，その協力のもと，平成 30 年 10 月から 12 月にかけて調査を行った。調査は，Web 上の専用
フォーム「Google Forms」を使用し，無記名で実施した。回答者は 164 名であった。 

































表１．解答類型と結果  表２．解答類型と結果 
解答類型 反応率  解答類型 反応率 
A 教員の知識・指導力不足 48.1 H 指導内容・方法 46.4 
B 時間の確保 14.2 I 基礎知識・技術 24.5 
C 設備 13.6 J 先行事例 15.9 
D 研修の必要性 10.5 K 体験 5.9 
E プログラミング教育の意味・意義の不透明さ 3.7 L その他 7.3 
F プログラミング教育に対する意欲 3.1    
















































て利用したりすることができるため，様々な状況で活用することが可能である（2020 年 11 月末現在，




りすることが可能である（2020 年 11 月末現在，対応している OS は Windows，mac，iOS，Chrome，





















































































要がある。すなわち，時針は 60 分で 30 度動くため，１分では 0.5 度動くことが分かる（北村，2019）。
このプログラムを組み込むことで，滑らかに動くアナログ時計を作成することができる（図８）。このよ
うに，よりよいアナログ時計のプログラムを作成するために，試行錯誤する活動を体験し得る。 
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資料１「アンケート調査項目」 
１．性別をお選びください。 【男性・女性・回答しない】 
２．年齢をお選びください。 【６０代・５０代・４０代・３０代・２０代・回答しない】 
３．ご担当されている学年を教えてください。 
【１年生・２年生・３年生・４年生・５年生・６年生・担当している学年はない】 
４．所有する教員免許を教えてください。 【専修免許・一種免許・回答しない】 
５．プログラミング教育について関心はありますか。 
【とても関心がある・関心がある・やや関心がある・あまり関心がない・関心がない・全く関心がない】 
６．プログラミング教育を行うことは，子どもたちにとって役に立つことだと思いますか。 
【大いに役立つ・役に立つ・やや役に立つ・あまり役に立たない・役に立たない・全く役に立たない】 
７．プログラミング教育を行うことは，難しいことだと思いますか。 
【とても難しい・難しい・やや難しい・あまり難しくない・難しくない・全く難しくない】 
８．プログラミング教育を行うためには，専門性が必要だと思いますか。 
【大いに必要である・必要である・やや必要である・あまり必要でない・必要でない・全く必要でない】 
９．プログラミング教育を行うにあたり，現任校の情報機器の整備は十分ですか。 
【かなり十分である・十分である・やや十分である・あまり十分でない・十分でない・全く十分でない】 
10．プログラミング教育を行うのに適した教科等は何だと思いますか。（複数選択可） 
【国語・社会・算数・理科・生活・音楽・図画工作・家庭・体育・道徳・外国語活動・総合的な学習の時
間・特別活動・その他】 
11．算数科の授業において，プログラミング教育を行う意義があると思いますか。 
【大いに意義がある・意義がある・やや意義がある・あまり意義がない・意義がない・全く意義がない】 
12．これまでに，算数科の授業においてプログラミングに関する授業を行ったことがありますか。 
【０回・１回・２回・３回・４回・５回・６回以上】 
13．算数科におけるプログラミングに関する教材について，学習指導要領に例示されている活動（正多角
形の意味に基づき，正多角形をかく）以外に，知っている（または開発した）教材はありますか。 
14．プログラミング教育を実施する際に，不安に思うこと・課題だと感じることがあれば，自由にお書き
ください。 
15．プログラミング教育を行うにあたり，研修等は必要だと思いますか。 
【大いに必要である・必要である・やや必要である・あまり必要でない・必要でない・全く必要でない】 
16．プログラミング教育に関する研修等では，どのような内容を学びたいですか。また，どのような情報
が必要ですか。 
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資料２「アンケート調査結果」 
１．性別 
 
２．年齢 
 
３．担当学年 
 
４．所有する教員免許 
 
５．プログラミング教育について関心はある 
 
６．子どもたちにとって役に立つ 
 
７．プログラミング教育を行うことは難しい 
 
８．専門性が必要 
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９．現任校の情報機器の整備 
 
11．算数科の授業において行う意義 
 
10．プログラミング教育を行うのに適した教科等 
 
12．授業を行った回数 
 
15．研修等は必要である 
 
 
34 平林：小学校算数科におけるプログラミング教育の充実をはかる演習プログラムの開発
